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何かを決める時も、新たな行動を起こす時も、日常の行動でも、

Customers, our Priority．（私たちは　いつでもどこでも 　

顧客最優先）という考え方で経営（運営）に取組んでいます。

（私たちは　いつでもどこでも　顧客最優先）（私たちは　いつでもどこでも　顧客最優先）

Customers, ourCustomers, our　　PriorityPriority．．

ユニバース株式会社
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地域の人々がより豊かで便利な消費生活を求める時、
当社が常に必要な店であること。それだけにとどまらず、
最も多くの人々にとって、最も必要な店になることにより、
地域に貢献できる企業であることをめざします。

社員、パートナーから信頼される企業であること。　　　　
また、一人一人が頼りがいのあるメンバーであり、やりが
いを感じる企業であることをめざします。

お取引先から信頼される企業であることをめざします。

１．

２．

３．
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企 業 理 念
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社　　 名 株式会社 ユニバース

本部所在地 青森県八戸市

代表者 代表取締役社長　三浦　紘一

設立 1967年10月

店舗数 　　　 スーパーマーケット　47 店

従業員数

会社プロフィール　１ （11/4期末）

現在、青森県・岩手県を中心に店舗展開

発行済株式総数　 　10,607,920株　

※パートナー社員は８時間換算による人員数で、アルバイトを含む。２～４月の３ヵ月平均の人数。
（　　）内は、対前年同期。

72.3％（＋0.7％）72.2％（＋0.7％）パート化比率:
3,633名（＋13名）3,663名（＋13名）合　計:
2,627名（＋35名）2,646名（＋37名）パートナー社員:
1,006名（－22名）1,017名（－24名）社　員:
　単体　連結
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会社プロフィール　２

スーパーマーケット事業の沿革

　

当社設立、12月に１号店である小中野店 開店1967年10月
幸町店 開店（青森県 上十三地区 初出店、05年10月にスクラップ）1969年10月
久慈・川崎町店 開店（岩手県 久慈地区 初出店）1977年11月
商品力の強化を目的として、共同仕入機構のCGCグループへ加盟1978年５月
佃店 　 開店（青森県 青森市に初出店）1983年６月
㈲ダイユー （上北町（現東北町））と業務提携1984年３月
㈲ダイユーと合併1987年８月
堅田店 開店(青森県 弘前市に初出店）1992年11月
日配物流センター　稼動1997年２月
グローサリー物流センター　稼動2000年９月
㈱フアルと資本・業務提携（盛岡市へ進出）2002年10月
㈱フアルを100％子会社化2003年９月
㈱フアルを吸収合併2006年４月
東京証券取引所 市場第二部 上場2007年４月
㈱マルエス主婦の店より店舗の事業譲渡を受け、Ｕマート２店を出店（弘前市）2008年７月
東京証券取引所 市場第一部 上場2008年12月
紫波店 開店 (岩手県、当社最南の店舗）2009年４月
むつ旭町店 開店（青森県むつ市へ初出店、当社最北の店舗）2009年７月
鉈屋町店、青山店 開店（岩手県盛岡市）2009年11月
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地域別 店舗展開
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（※）Ｓ＆Ｂ＝スクラップ＆ビルド。既存の店舗を取り壊し、同一商圏内で普通は前の店の
　　　近隣に新しい店を作り直すこと。短期的な損益はマイナスに作用し、特に09/4期は同
　　　一敷地内の移動の為、コストがかかりましたが、将来的な発展を優先して決定。

岩手県地域
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会社プロフィール　３

① 店舗の大きさ
② 鮮度の良さ（日本のトップレベル）
③ 品揃えの充実
④ 価格の安さ
⑤ 実務に合ったスーパーマーケット理論

競争に強い、北東北を代表する スーパーマーケット

１店舗当り売上高は 21億円（※）

（上場食品スーパーマーケットのトップレベル）

当社の特徴・強み

（※）１店舗当り売上高は11/4期 通年稼動店舗の実績。
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14店
23店

5店
900坪以上

303坪
未満
    5店

303坪以上
600坪以上

25店

7店

4店

11店

30億円以上

20億円以上

25億円以上20億円未満

店舗規模

売場面積
平均641坪
（2,120㎡）

売場面積別 店舗構成
11/4期末時点：47店舗

１店舗当り売上高は１店舗当り売上高は
上場スーパーマーケット上場スーパーマーケット2929社中社中

第第22位位

売上規模（年商）別 店舗構成
11/４期末時点：47店舗　（※）

１店舗当り面積は１店舗当り面積は

上場スーパーマーケット上場スーパーマーケット2929社中社中

第第22位位

売上規模
平均21億円

(※)売上規模は通年稼動
店舗の実績で算出

　　

(※)上場スーパーマーケット企業のランキングは11/4期の売上実績÷期中平均店舗数により算出（食品構成比 80％以上の上場スーパー
　 マーケット）。他社の売場面積は11/5/18までに公表されたデータで集計。 （当社調べ）

(※)当社の売場面積は
　期末実績　

11/4期 実績
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商品別　売上高　（11/4期 単体）

加工食品
53.0%
(+0.4%)

生鮮食品
30.0%
(-0.3%)

※生鮮食品･惣菜・
ベーカリーの合計
 　39.1%
　(-0.2%)

※( 　)内は
　  前期差

惣菜・ﾍﾞｰｶﾘｰ
9.1%(+0.1%)

日用雑貨
5.2％(-0.2%)

その他
2.7%(-0.0%)

店舗面積が大きくても、店舗面積が大きくても、
生鮮食品・惣菜の売上が約４割を占める生鮮食品・惣菜の売上が約４割を占める
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店舗紹介　１

ユニバース

青山店

店舗外観

09年11月、盛岡市にオープン。岩手県内16店目。
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11/4期の業績
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11/4期 営業収益・経常利益 （連結・単体）

（※1）「営業収益」は「商品売上高＋営業収入」。

（※2）11/4期は異常な猛暑・残暑や東日本大震災の混乱への適切な対応による上乗せ分があった為、　　　 　　
　　　 12/4期以降はその反動による減益予想。11/4期に上乗せがなかったと仮定すると、12/4期は11/4期と同水準。
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連結業績

（※）11/4期 当期純利益 ① 新たに適用された資産除去債務の会計基準に基づき、特別損失２億26百万円を計上。

② 東日本大震災等による災害損失１億96百万円を計上。

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比

（単位） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％）

09/4 955 99.3 101.5 33.8 105.3 101.4 34.7 105.8 101.5 18.7 104.8 136.2
（正常） （正常）

10/4 982 95.7 102.8 34.1 97.5 100.9 35.3 98.7 101.5 19.2 99.3 102.8
（正常） （正常）

11/4 1,025 102.0 104.5 40.5 118.1 118.7 41.7 117.5 118.1 19.8 112.2 103.0
(やや特殊) (やや特殊)

1,027 - 100.2 34.9 - 86.2 36.0 - 86.5 19.2 - 96.8
（正常） （正常）

１株当り 純資産 総資産

当期純利益

金額 予想比 前期比 金額 前期比 金額 前期比
（単位） （円） （％） （％） （億円） （％） （億円） （％）

09/4 176.95 104.8 136.1 221 107.0 365 98.9

10/4 181.89 99.3 102.8 237 107.2 381 104.2

11/4 187.29 112.2 103.0 254 107.0 403 105.8

181.38 - 96.8 - - - -

(前々期比　99.7)

12/4
(予想) (前々期比　99.7)

12/4
(予想) (前々期比　104.7) (前々期比　102.3) (前々期比　102.1)

10/4期
11/4期 （前期比102.4％）19.8億円

19.3億円

（※）包括利益
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単体業績

（※）11/4期 当期純利益（再掲）① 新たに適用された資産除去債務の会計基準に基づき、特別損失２億26百万円を計上。

② 東日本大震災等による災害損失１億96百万円を計上。

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比 金額 予想比 前期比

（単位） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％） （億円） （％） （％）

09/4 949 99.3 103.5 32.8 105.4 102.4 33.8 106.0 102.9 18.2 105.5 113.0
（正常） （正常）

10/4 976 95.7 102.8 33.1 97.5 101.1 34.4 99.0 101.9 18.7 99.4 102.7
（正常） （正常）

11/4 1,020 102.0 104.5 39.6 118.9 119.4 41.0 118.5 119.0 19.5 113.6 104.1
(やや特殊) (やや特殊)

1,022 - 100.2 34.0 - 85.8 36.0 - 87.8 19.5 - 100.1
（正常） （正常）

１株当り 純資産 総資産

当期純利益

金額 予想比 前期比 金額 前期比 金額 前期比
（単位） （円） （％） （％） （億円） （％） （億円） （％）

09/4 172.27 105.5 112.9 214 107.1 357 98.9

10/4 176.91 99.4 102.7 230 107.2 372 104.1

11/4 184.21 113.6 104.1 246 107.1 394 105.9

184.30 - 100.0 - - - -

(前々期比　104.5) (前々期比　104.2)

(前々期比　104.2)

12/4
(予想)

12/4
(予想)

(前々期比　104.7) (前々期比　102.5)
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財務指標（連結、単体）
＜連結＞ （単位：％）

営業利益率
当期

純利益率
総資産

純利益率
自己資本
純利益率

09/4 3.5 (正常) 3.6 2.0 5.1 8.8

10/4 3.5 (正常) 3.6 2.0 5.2 8.4

11/4 4.0 (やや特殊) 4.1 1.9 5.1 8.1

12/4
(予想)

3.4 (正常) 3.5 1.9 ─ ─

＜単体＞

営業利益率
当期

純利益率
総資産

純利益率
自己資本
純利益率

09/4 3.5 (正常) 3.6 1.9 5.1 8.8

10/4 3.4 (正常) 3.6 1.9 5.1 8.4

11/4 3.9 (やや特殊) 4.1 1.9 5.1 8.2

12/4
(予想)

3.4 (正常) 3.6 1.9 ─ ─

経常利益率

経常利益率
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11/4期について （単体業績）

年商1,000億円達成、経常利益段階で過去最高益

２．売上高前年比２．売上高前年比　全店　全店104.6104.6％％　　既存店既存店101.7101.7％％

３．荒利益率は３．荒利益率は24.924.9％（前期差％（前期差0.20.2））

４．販売管理費４．販売管理費
やむなく価格強化を中止した分は、ポイント付与で還元するような販促企画を実施

猛暑･残暑への対応としては、お取引先にもご協力いただき、売れ筋商品をきちんと提供

１．取り組み１．取り組み
顧客満足の向上を目指し、商品力の強化と売場の充実を徹底

東日本大震災後の物流の混乱期には、これまでの関係を生かし必需商品を調達

東日本大震災により価格強化を中止した影響等

５．特別損失５．特別損失 ５５億億4545百万円百万円

東日本大震災等による災害損失１億96百万円、他

既存店の修繕について、当初予算より備品・修繕費を節減

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額２億26百万円
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平均買上 １品単価 総買上
点数 点数

全店 既存店 全店 既存店 全店 既存店 全店 全店 全店

09/4 103.5 100.3 104.5 100.1 99.1 100.2 98.2 100.9 102.7

10/4 102.8 96.8 104.2 97.2 98.7 99.6 102.0 96.7 106.4

11/4 104.6 101.7 104.3 101.1 100.3 100.6 99.9 100.4 104.1

09/ 5～09/ 7 104.6 99.6 105.3 98.7 99.3 100.9 101.8 97.6 107.2

09/ 8～09/10 101.7 96.2 103.2 96.8 98.5 99.3 102.8 95.8 106.1

09/11～10/ 1 101.7 95.4 103.6 96.7 98.2 98.7 102.4 95.8 106.1

10/ 2～10/ 4 103.6 96.8 104.9 97.5 98.7 99.3 101.0 97.7 106.0

10/ 5～10/ 7 103.9 98.8 105.7 99.9 98.4 98.8 100.1 98.3 105.7

10/ 8～10/10 106.5 102.8 107.6 103.3 98.9 99.5 98.8 100.2 106.3

10/11～11/ 1 103.7 102.5 103.3 101.9 100.3 100.6 99.8 100.5 103.1

11/ 2～11/ 4 104.2 104.8 100.2 100.7 104.0 104.0 101.1 102.8 101.3

四
半
期
毎

11/4

通期

10/4

商品売上高 客数 客単価

商品売上高の状況（前年比 推移） （単体）

天候・自然災害等の外的要因に適切に対応し、既存店の前年比を改善天候・自然災害等の外的要因に適切に対応し、既存店の前年比を改善

（※）12/4期（予想）の売上高前年比：全店・既存店とも100.2％。
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商品売上高の状況（前年比 推移）

92.5

95.0

97.5

100.0

102.5

105.0

107.5

110.0

09/5 09/11 10/5 10/11

当社
既存店
客数

当社
既存店
売上高

チェーンストア協会
全店 売上高
（注１）

11/4

当社
全　 店
売上高

チェーンストア協会
既存店 売上高
（注１）

（注１）　チェーンストア協会の売上高前年比は、食料品と日用雑貨品のデータより算出。
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販売管理費の内訳（単体）

（単位：億円、％）販売管理費の内訳

売上比 （単位：％）

商品売上高 売上総利益 販管費 合計 人件費 販売費 減価償却費 その他販管費 営業利益

金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比 金額 前期比

09/4 939 103.5 232 104.6 209 104.9 108 102.6 20.4 109.9 14.3 108.1 66.3 106.7 32.8 102.4

10/4 966 102.8 238 102.4 214 102.6 110 101.9 20.7 101.6 17.2 120.6 66.3 100.0 33.1 101.1

11/4 1,010 104.6 251 105.7 221 103.3 116 105.5 21.1 102.1 17.1 99.3 67.1 101.1 39.6 119.4

12/4
(予想) 1,012 100.2 248 98.8 224 101.2 114 98.0 21.5 101.9 19.2 112.1 69.4 103.5 34.0 85.8

売上
総利益

販管費 人件費 販売費
減価

償却費
その他
販管費

営業利益

09/4 24.8 22.3 11.5 2.2 1.5 7.1 3.5

10/4 24.7 22.2 11.4 2.1 1.8 6.9 3.4

11/4 24.9 22.0 11.5 2.1 1.7 6.6 3.9

12/4
(予想)

24.6 22.2 11.3 2.1 1.9 6.9 3.4
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月次経常利益※の推移 （単体）

１月、８月は、暮れ（年末）とお盆の特需（ごちそう、帰省客の需要）による利益のアップ

当社は20日決算の為、暮れ（年末）の特需分は、１月に計上になります。　

（※）社内決算用の数値です。　
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09/6月　　
改装１店

09/7月　
　新店１店
　改装１店

　　　（今期）
11/4期

（前々期）
09/4期09/11月　

　新店１店

09/12月　
　新店１店

10/3月　
　改装１店

09/8月　　
改装１店

10/6月　　
改装１店

10/7月　
　改装１店

10/10月　　
改装１店

　　　（前期）
10/4期

11/３月
　東日本大震災
　改装１店
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今後について
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12/4期の見通し

２．営業施策２．営業施策

12/4期は新規出店の予定なし･･･ ただし新規出店の基本方針は、年２店前後　　　
　 12/4期は、出店交渉の難航や、東日本大震災の影響による入札の延期等による予定変
更　 （13/4期の新規出店は、内定物件あり）

１．出店計画１．出店計画

３．３．販売管理費販売管理費

現時点では12/4期は特別損失発生の見込みはない（ 11/4期は特別損失5億45百万円発生）

既存店の計画的な改装　→ 売場面積の増床を伴わない改装を６店舗で実施

44．．特別損失特別損失

Customer Satisfaction → 品揃えの充実、新しい販促手法の検討等を継続

12/4期予想の荒利益率は24.6％（前期差-0.3、前々期差-0.1）　　　　　　　　　　　　
　　→前期は大震災の影響で価格強化できずに荒利益率が上昇。前々期の水準に戻す

12/4期予想の人件費比率は11.3％（前期差-0.2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　→作業効率化への取り組み効果と、人事制度改定までの昇給一時凍結による

12/4期は減益予想：11/4期の特殊事情（猛暑・大震災）の上乗せ分の反動による

特殊事情による上乗せがなかったと仮定した場合の11/4期実績と12/4期予想を比較すると同水準
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今後の出店予定地域

岩手県地域

八戸地域

津軽地域

青森県南部地域　　　　　　　　 さらなるシェアアップを
　　　　　　　　 目指す地域

商勢圏の拡大を目指す地域。
紫波以南も視野に。

出店余地の
ある地域

現在の商勢圏を中心に、現在の商勢圏を中心に、着実な商圏拡大を目指す着実な商圏拡大を目指す

（単位：店）● 店舗数

47
17

6
9

15
30

11/4

47
17

6
9

15
30

12/4予想

47
17

6
9

15
30

10/4

44　合　　計

　　　 南部地域

　　　 八戸地域

（内訳）津軽地域

29青森県

15

5
　15岩手県地域

9

09/4大鰐弘前

青森
青森東

熊代南

秋田中央

横
手

八戸

安
代

（地名は高速インター）

花巻

盛岡

紫波

09/7月
最北の店舗を出店
　　（むつ旭町店）

09/4月　　
最南の店舗
を出店

（紫波店）

新規出店については、12/4期は予定しておりません。当初は、新規出店
２店前後の見込みでしたが、出店交渉の難航や、東日本大震災の影響に
よる物件の入札時期の延期等により、結果的に、11/4期と12/4期の２期
連続で新規出店がないこととなる見込みとなりました。しかし、当社は
現在も継続して年２店前後の新規出店を基本方針として、複数の新規出
店候補地について検討しており、13/4期の新規出店については、内定物
件を得ております。

水沢
北上
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No1の主な地区シェア

青森地区　6店
シェアトップ争い　17％

青森地区　6店
シェアトップ争い　17％

八戸地区　9店
シェア断然トップ30％

八戸地区　9店
シェア断然トップ30％

久慈地区　3店
シェア断然トップ39％

久慈地区　3店
シェア断然トップ39％

上十三地区　6店
シェアトップ　18％

上十三地区　6店
シェアトップ　18％

二戸・三戸地区　3店
シェアトップ　33％

二戸・三戸地区　3店
シェアトップ　33％

弘前・鹿角地区　9店
シェアトップ争い　21％

弘前・鹿角地区　9店
シェアトップ争い　21％

青森県シェア18.7％
昨年より＋0.2ポイント

さらなるシェア・アップを目指し、
出店候補地を選定中

11/4期 実績

{当社売上高（11/4実績）/食品小売市場規模}

％＝当社年間売上高合計／商勢圏需要額×100
　（当社推計値）
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青森県の人口、当社売上高の推移

※人口は住民基本台帳(3月末)、当社売上は4月期締め。

当社は人口減少地域で業績を伸ばしてきました。
今後も積極的かつ慎重な店舗展開により、さらなる売上高アップを目指します。

11/4期 実績

青森県の人口、及び当社売上高の推移

149 149 148 147 146

139140141146 144 143

702
689691

447
470
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売上高
 （億円）

青森県の人口

当社売上高(青森県内)



25

1
2

3

ＮＯ１の実績とお客様からの支持

11/4期 営業収益　1,020億円
（単体）

北東北３県 ＮＯ1 

11/4期 経常利益　41.0億円（単体） 北東北3県ＮＯ1

【利用率ランキング】

ふだんよく購入している店 青森県 ＮＯ1
　青森県内得票率　71.4％･･･「ﾁｪｰﾝｽﾄｱ ｴｲｼﾞ」誌 09/5/15号より引用

＊（得票率では全国10位、業界最後発、シェア拡大中！）

まだまだですが

まだまだですが

まだまだですが

11/4期 実績
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新規出店、既存店強化を支える 「人材育成システム」

•階層別教育・・・・12の社内講座

•部門別教育・・・・技術・技能教育、商品知識教育
青果、食肉など各部門実施、年間30講座前後
講師は、外部コンサルタント及び社内講師として

　 適格と認定された社員を併用

•検定制度
用語検定、計数検定、部門別の技術技能検定

•国内小売業視察研究、海外小売業視察研究
•陳列コンクール、チェッカーコンクールなど

教
育
シ
ス
テ
ム

人
事
・処
遇
制
度

全社員が人材育成を重視する職場環境

11/11/44期期 実績実績：：約約8,2948,294人日人日※※のの社員教育を実施社員教育を実施
（１（１日当り日当り2222名名以上の研修を、毎日実施することに相当）以上の研修を、毎日実施することに相当）

【正社員】
•新卒・定期採用と中途採用の併用
•積極的なスカウトを実施
•年1回の昇降格評価

【パートナー社員】
•3ヵ月に1回、年4回の人事考課と昇給
•部門ヘッド、正社員登用制度

【ナレッジ・マネジメント】

先輩社員による後輩社員の指導
「誰を育てたか」が自慢　
「ライバルを作りたくない」という意識を否定　
評価の連動　

企
業
文
化

• 検証会議
• 自己啓発ポイント制度
• 国内外視察研究レポート
• クレーム集計データベース

新規出店、既存店の競争力強化を支える人材を計画的に育成

※ 東日本大震災の影響で３～４月の研修を中止した為、前年比73.7％
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参考資料
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店内紹介

食肉売場：カート２台がすれ違うことができる広い通路青果売場：カラーコントロールを生かした陳列

冷凍食品売場：環境問題に配慮し、CO2排出量の少ない
リーチインタイプ（扉付き冷凍ケース）を導入

加工食品売場：安さ感を打ち出すと共に、
陳列の美しさや作業効率も重視
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東北地方の上場スーパーマーケット

10年度 業績の比較

環境の厳しい東北地方で、競争に打ち勝つノウハウを蓄積 → さらなる成長へ

単位 当社 Ａ社 Ｂ社

（単体） （単体） （単体）

期末 11/4 11/2 11/2
商品売上高 億円 1,010 404 886
営業利益 億円

期末店舗数 店 47 39 89
青森県 店 30 0 25
岩手県 16 36 1
秋田県 1 3 36
北東北３県以外 0 0 27

1店当り売場面積 ㎡ 2,120 - 1,633
1店当り売上高 百万円 2,145 1,037 996

売場1㎡当り

売上高 万円 - 60.9
営業利益 万円 - 0.3

39.6 4.1 5.3

100.1
3.9

前回掲載したＣ社は、
東日本大震災の影響
で10年度業績を未発
表の為、掲載してお
りません。
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東北地方の上場スーパーマーケット

10年度 経営指標の比較

環境の厳しい東北地方で、利益を生み出す経営を追求 → さらに効率の良い体質へ

単位 当社 Ａ社 Ｂ社
（単体） （単体） （単体）

荒利益率 ％ 24.9 26.1 22.9
販管費比率 ％ 22.0 26.4 24.8
営業利益率 ％ 3.9 1.0 0.6
総資本純利益率 ％ 5.1 1.1 - 
棚卸資産回転率 回 35.6 25.4 29.7
売上構成比

生鮮 ％ 39.1 38.6 33.7
加工食品 ％ 53.0 54.2 61.5
その他 ％ 7.9 7.2 4.8

前年同期比

商品売上高 ％ 104.6 92.6 101.1
営業利益 ％ 119.4 56.6 189.0
経常利益 ％ 119.0 55.2 176.7
総資産 ％ 105.9 88.8 96.6
純資産 ％ 107.1 100.8 84.1
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３ヵ年計画（連結・単体）

（※2） 当社の３ヵ年計画は、毎年実績検証を行うとともにローリング方式で年度更新しております。

982
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135 営業収益(単体)

営業収益(連結)

経常利益(単体)

経常利益(連結)

3.7%
3.5%

4.1%

3.6%
3.8%3.7%3.6%

4.1%

3.6%
3.8%

2.5％

3.5％

3.0％

4.0％

経
常
利
益
率

経常利益
（億円）

営業収益
（億円）

 ━経常利益率（単体）
 ━経常利益率（連結）

10/4実績 12/4予想 13/4計画 14/4 計画

4.5％

5.0％

11/4実績

（※1）「営業収益」は「商品売上高＋営業収入」。
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（単位：億円、％）

３ヵ年計画（連結・単体）

＜連結＞ 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

金額 前期比 金額 売上比 前期比 金額 売上比 前期比 金額 売上比 前期比

10/4 982 102.8 34.1 3.5 100.9 (正常) 35.3 3.6 101.5 19.2 2.0 102.8

11/4 1,025 104.5 40.5 4.0 118.7 (やや

 特殊) 41.7 4.1 118.1 19.8 1.9 103.0

12/4 (予想) 1,027 100.2 34.9 3.4 86.2 (正常) 36.0 3.5 86.5 19.2 1.9 96.8

13/4 (計画) 1,036 100.9 37.0 3.6 105.9 (正常) 38.1 3.7 105.7 20.2 2.0 105.1

14/4 (計画) 1,074 103.6 39.2 3.7 106.1 (正常) 40.4 3.8 106.0 21.7 2.0 107.4

＜単体＞ 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

金額 前期比 金額 売上比 前期比 金額 売上比 前期比 金額 売上比 前期比

10/4 976 102.8 33.1 3.4 101.1 (正常) 34.4 3.6 101.9 18.7 1.9 102.7

11/4 1,020 104.5 39.6 3.9 119.4 (やや

 特殊) 41.0 4.1 119.0 19.5 1.9 104.1

12/4 (予想) 1,022 100.2 34.0 3.4 85.8 (正常) 36.0 3.6 87.8 19.5 1.9 100.1

13/4 (計画) 1,030 100.9 36.0 3.5 105.9 (正常) 38.0 3.7 105.6 20.4 2.0 104.7

14/4 (計画) 1,068 103.6 38.2 3.6 106.2 (正常) 40.3 3.8 106.1 21.9 2.1 107.3
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配当政策、株主優待

(普通配当 33)(普通配当 18）

(特別配当 5)(特別配当 5)

18.0～19.8％0～330~3315~1815予想

11/4 期 20.3％8382315
決定

19.8～21.0％(※)△2～036～3818~2018予想12/4 期

09/4 期
10/4 期 16.5％0301515

16 17.0％

配当性向

53014

第２

四半期末

年 間期 末 年間増減額

１０ｋｇ

５ｋｇ

３ｋｇ

青森県産りんご　
(Lｻｲｽﾞ)

３箱

２箱

１箱

アップルジュース
（250g×30本）

株主優待券 6,000円分1,000 株以上

株主優待券 3,000円分300～999 株

株主優待券 2,000円分100～299 株

株主優待券
有効期限１年

株主優待の実施　（年１回、第２四半期末に実施。株数に応じて、いずれか１つを選択していただく）　　

配当金、配当性向　

(※）普通配当部分は、３～５円の増配予定
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株価の推移

(※1)高値、安値、出来高は毎月１日～月末までの期間で計算しています。（データはYahoo!ファイナンスより）

(※2)ＰＥＲ､ＰＢＲは弊社の決算〆日(20日）の終値、11/4期の1株当り当期純利益、1株当り純資産を使用。

(※3)EV／EBITDA倍率＝（株式時価総額＋ネット有利子負債）／税金等調整前当期純利益＋支払利息＋減価償却費。　　 　　
　　 株価は、11/4期末の終値を使用。　

910 （08/11月）

1,590 （07/ 4月）

07/4～10/4月

971 （11/ 3月）安値（円）

1,357 （10/ 9月）高値（円）

10/5月～11/4月

◆ 最近６ヶ月間の株価推移 ◆ 上場以来の株価推移

34

◆ EV／EBITDA倍率

当
社
株
価
（
円
）

日
経
平
均
・
東
証
二
部
指
数
騰
落
率

10/11月 12月 11/1月 2月 3月 4月
高値（円） 1,190 1,228 1,264 1,286 1,300 1,310
安値（円） 1,122 1,155 1,217 1,222 971 1,183
出来高（千株） 151 165 114 125 228 123
ＰＥＲ（倍） 6.1 6.4 6.6 6.7 6.2 6.4
ＰＢＲ（倍） 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
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　750円

　600円

1650円

── 東証二部指数
（08.12.24迄）
当社上場日(07.4.24）
の終値を0とした騰落率

　── 日経平均

当社上場日(07.4.24）の
終値を0とした騰落率

07.4.24 　　　　
東証二部 上場

当社株価
08.12.25 　　
東証一部 上場

期　末

11/4 12/4予想

1.1 0.8



私たちは いつでもどこでも 顧客最優先

何かを決める時も、新たな行動を起こす時も、日常の行動でも、
Customers, our Priority　（私たちはいつでもどこでも
顧客最優先）という考え方で経営（運営）に取組んでいます。

何かを決める時も、新たな行動を起こす時も、日常の行動でも、
Customers, our Priority　（私たちはいつでもどこでも
顧客最優先）という考え方で経営（運営）に取組んでいます。

Customers, ourCustomers, our　　PriorityPriority

この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。
それら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当
社が計画・予測したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条
件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現
を確約したり、保証するものではございません。


